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 1 ຊॻは花園上ా遺跡のൃ掘ௐ査ใࠂॻである。

 2 遺跡は七尾ࢢ花園町・黒崎町にॴࡏし、ௐ査地は黒崎町地内である。

 � ௐ査原Ҽは安શ・安৺道路੔උۀࣄ一ൠݝ道花園藤໺ઢであり、ಉۀࣄをॴ؅するੴ઒ݝ土໦部

道路建ઃ՝が、ੴ઒ڭݝҭҕһձにൃ掘ௐ査をґཔしたものである。

 4 ௐ査はஂࡒ๏ਓੴ઒ݝຒଂจԽࡒηϯλʔがੴ઒ڭݝҭҕһձからҕୗをडけて、平੒17（2005）

೥౓͓Αͼ平੒18（2006）೥౓に࣮ࢪした。ۀ຿内༰はݱ地ௐ査、出土඼੔ཧ、ใࠂॻߦץである。

 5 ௐ査に܎るඅ༻は、ੴ઒ݝ土໦部道路建ઃ՝がෛ୲した。

。のと͓りであるهした。期間・面ੵ・୲౰՝・୲౰ऀはԼࢪ地ௐ査は平੒17೥౓に࣮ݱ 6 

  期 間 平੒17೥10݄13೔～ಉ೥11݄11೔

  面 ੵ 600ᶷ

  ୲౰՝ ௐ査部ௐ査第 3 ՝

  ୲౰ऀ ᖒ辺ར໌（ௐ査ઐ໳һ）、ӬԼݡଠ（৤ୗௐ査һ）

 7 出土඼੔ཧは平੒18೥౓に࣮ࢪし、ا画部੔ཧ՝が୲౰した。

 8 ใࠂॻߦץは平੒18೥౓に࣮ࢪし、ௐ査部ௐ査第 3 ՝が୲౰した。ใࠂॻのࣥච・ฤ集はᖒ辺が

。ったߦ

 � ௐ査にはԼهのݸ・ؔػਓのྗڠをಘた。

  ੴ઒ݝ土໦部道路੔උ՝、ੴ઒ݝ中ೳొ土໦૯߹ࣄ຿ॴ、七尾ڭࢢҭҕһձ、戸װ׾෉

10 ௐ査にؔするه࿥と出土඼はੴ઒ݝຒଂจԽࡒηϯλʔでอ؅している。

11 ຊॻのຌྫはԼهのと͓りである。

  （1）方位は磁๺である。

  （2）ਫ平基४はւൈ高であり、̩ɽ̥ɽ（౦ژ湾平ۉւ面標高）にΑる。

  （3）出土遺物൪߸はૠਤとࣸਅでରԠする。

12 ຊใࠂॻを࡞੒するにあたり、ҎԼのจݙをߟࢀにした。

   七尾࢙ࢢฤࢊઐ໳ҕһձ 1�70 h 七尾࢙ࢢ 資ɦྉฤ第 4 役ॴࢢ七尾 ר

   ੴ઒ڭݝҭҕһձ 1�74 h 七尾ࢢ大໺໦λΩγϩ遺跡ʱ

   近藤ٛ࿠ 1�84 h 土器੡Ԙのڀݚʱ

   七尾ڭࢢҭҕһձ 1��1 h 七尾カϯτϦʔ۞ָ部ۀࣄ計画۠Ҭ内ຒଂจԽࡒ分布ௐ査ใࠂॻʱ

   ੴ઒ཱݝຒଂจԽࡒηϯλʔ 1��2 h ੴ઒ݝ遺跡地ਤ  ɦੴ઒ڭݝҭҕһձ

   七尾ڭࢢҭҕһձ 1��3 h 大໺໦λΩγϩ遺跡ൃ掘ௐ査ใࠂॻʱ

   ೆ大ವڷ土ڀݚࢽ部ձ 1��3 h ೆ大ವڷ土ࢽ  ɦ七尾ࢢೆ大ವެຽؗ

   近藤ٛ࿠ฤ 1��4 h ೔ຊ土器੡Ԙڀݚʱ

   ೆ大ವのれ͖しฤࢊҕһձ 1��6 h 大ವのれ͖し  ɦ七尾ࢢ

   七尾࢙ࢢฤさΜઐ໳ҕһձ 2002 h ৽म七尾࢙ࢢʱ̍ 役ॴࢢ古ฤ 七尾ߟ
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第 1 章 ௐ査のܦҢとܦա

 ̍ɽௐࠪʹࢸΔܦҢ ௐ査原Ҽはݝ土໦部道路建ઃ՝ॴ؅の安શ・安৺道路੔උۀࣄ一ൠݝ道花園

藤໺ઢである。ݝ道花園藤໺ઢは、富山湾に面した七尾ࢢ黒崎町で国道160߸ઢから分ذし、七尾城

跡を༴するੴಈ山ܥをӽえ、七尾֗ࢢ地の藤໺町にいたる道路であり、花園町、山崎町Ҭではڱᛙな

集མ内をආけ、熊淵઒Ԋいのਫా中へ付けସえが計画されたものである。

 ੴ઒ڭݝҭҕһձจԽࡒ՝ではຖ೥、ؔ܎部ہにରし࣍೥౓࣮ࢪ༧ఆのۀࣄ内༰のরձをߦい、֤

計画についてۀࣄ道路੔උهって͓り、上ߦがਤられるΑうௐ੔をޢのอࡒについてຒଂจԽۀࣄ

も道路建ઃ՝とٞڠしながら、ॱ࣍、۠Ҭ内での分布ௐ査をਐΊていった。ຊ遺跡については周知の

ຒଂจԽࡒแଂ地ʮ花園上ా遺跡ʯに近઀した͜とから遺跡のଘࡏが༧૝されたものであり、平੒15

೥ � ݄ � ೔͓Αͼಉ೥12݄22೔に࣮ࢪされた分布ௐ査にΑり遺跡の確認とͦの分布ൣғܾఆがߦΘれ

た。確認された遺跡のऔりѻいについてはจԽࡒ՝と道路建ઃ՝のٞڠの݁果、計画มߋがෆՄな͜

とからࣄલのൃ掘ௐ査にΑるه࿥อଘとする͜ととなった。

  2ɽݱ஍ௐࠪ 道路建ઃ՝からґཔをडけたจԽࡒ՝（ੴ઒ݝ）からのҕୗۀࣄとして、平੒17೥

౓にஂࡒ๏ਓੴ઒ݝຒଂจԽࡒηϯλʔが࣮ࢪし、ௐ査部ௐ査第 3 ՝ᖒ辺ར໌・ӬԼݡଠがݱ地ௐ査

を୲౰した。

 平੒17೥ � ݄21೔に中ೳొ土໦૯߹ࣄ຿ॴ、จԽࡒ՝、ஂࡒ๏ਓੴ઒ݝຒଂจԽࡒηϯλʔとの間

でݱ地ٞڠをߦい、ௐ査ൣғ、Ϣχοτϋ΢εઃ置場ॴ、றं場ॴ等を確認した。10݄13・14೔にॏ

ൖೖ、Ϣχοτϋ΢ε周辺੔උࡐػһを౤ೖし、ൃ掘ௐ査ۀ࡞う。14೔からはߦをڈにΑるද土আػ

をߦった。10݄17～1�೔にแ含૚掘削、遺ݕߏ出をߦい、1�೔に遺ݕߏ出状ࣸگਅࡱӨ。ಉ೔Αり遺

10݄31೔～11݄。ࢪӨ࣮ࡱਅࣸگ掘状׬掘、ಉ೔׬掘削を։࢝し、10݄26೔までにߏ 2 ೔にิ଍ௐ査、

遺ߏ平・அ面ਤ࡞੒、ൃ掘ௐ査ࡐػఫऩ४උをߦい、11݄ 7 ೔にݱ場ຒΊ໭しを࣮11݄11。ࢪ೔まで

にϋ΢ε等をఫڈしݱ地ௐ査をऴྃした。

  3ɽग़౔඼੔ཧɾใࠂॻߦץ 道路建ઃ՝からґཔをडけたจԽࡒ՝（ੴ઒ݝ）からのҕୗۀࣄと

して、平੒18೥౓にஂࡒ๏ਓੴ઒ݝຒଂจԽࡒηϯλʔが࣮ࢪした。出土඼੔ཧはا画部੔ཧ՝が୲

౰し 4 ݄ 3 ೔～ 4 ݄12೔に࣮ࢪ、ใࠂॻߦץはௐ査部ௐ査第 3 ՝が୲౰した。

第 1図 ܭࣄ޻ըͱௐࠪ۠のҐஔ（S＝1/1,000）

ௐࠪ۠
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第 2 章 遺跡の位置と環境

 ̍ɽ遺跡のҐஔ ੴ઒ݝはຊभのほ΅中ԝにあって、೔ຊւにಥ͖出

たೳొ൒ౡを༴する。ೳొ൒ౡの๺൒はؠ場がଟ͘を઎Ίるが、ೆ ൒は、

۝಄ཽ઒΍खऔ઒等の大Տ઒からのྲྀ出土࠭にΑってܗ੒されたٰ࠭が

ൃୡしている。七尾ࢢはೳొ൒ౡの中ఔ౦ଆに位置し、平੒16೥10݄に

七尾ࢢとా௽඿町、中ౡ町、ೳొౡ町が߹ซし஀ੜしたਓޱ約 6 ສ 2 ઍ

ਓのೳొの中֩౎ࢢである。遺跡のॴࡏするೆ大ವ地۠は七尾ࢢのೆ౦

୺、富山湾に面した通称ʮಿӜւ؛ʯのೆ൒部に位置し、ೆを富山ݝණ

る一方を富山湾にғまれた中山間地であ࢒、方を山にࡾ。に઀するࢢݟ

り、地۠中ԝをࢢ内で࠷も大͖なՏ઒である熊淵઒がྲྀれ、ࡉ௕͘৳

ͼる小ઔ状地を中৺にݝ道花園藤໺ઢにԊって大小 � 集མがӦまれてい

る。遺跡は熊淵઒؛ࠨ、花園町๺౦୺のՏ؛ஈٰ上にཱ地し、ௐ査۠Ҭ

は黒崎町地内であるが、遺跡の大部分は花園町Ҭに分布する。Տޱから

のڑ཭は約500ｍ、੖ఱには富山湾ӽしにཱ山࿈ๆが๬まれる。 

  2ɽ遺跡のڥ؀ ௐ査地周辺は、遺跡ཱ地ద地のٰྕ੄؇ࣼ面がݱ集མとॏෳしているたΊか、周

知の遺跡はଟ͘ない。標高約360ｍに位置するਫ上ϩΫϯμϯ遺跡（̍）は຀૲地։୓にࡍしൃݟさ

れたೄจ時代લ期中༿の遺跡である。花園上ా遺跡എ後の熊淵઒ྲྀҬをݟԼΖすٰྕࣼ面に位置す

る花園円山古墳群（ � ）は 3 基の円墳からなり、ࡏݱのと͜ΖಿӜւ؛Ԋいでൃݟされている།一の

古墳群である。計画は中ࢭされたが、ೆ大ವ地۠内でのゴルフ場建ઃに伴い平੒ 3 ೥にࢼ掘ௐ査が࣮

され、̍߸墳౦ଆࣼ面採औの土師器からࢪ 5 世لલ後の築଄がਪఆされている。ಿӜւ؛Ԋいにはଟ

਺の੡Ԙ遺跡が分布すると༧૝され、ࠤʑ೾Ａ遺跡（10）、ࠤʑ೾̗遺跡（11）、ࠤʑ೾̘遺跡（12）、

第 3図 ௐࠪ۠Ґஔ図（S＝1/10,000）

ˢ

第 2図 遺跡Ґஔ図
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大泊遺跡Ａ（ 4 ）など古墳時代後期から平安時代にかけての遺跡が知られる。花園遺跡（ 7 )は有磯

小学校の建つ台地上に分布する奈良・平安時代の遺跡であり、花園薬師遺跡（ 6 ）は付近に薬師寺が

あると伝えられ、中世の珠洲焼等が出土している。大泊後藤山砦跡（ 3 ）は標高約350ｍの尾根上に

築かれた七尾城の支城の一つであり、富山湾方面の監視の役割を果たしていた。熊淵藤原弾正屋敷

跡（ 2 ）からは江戸時代の陶磁器が大量に出土している。また、ゴルフ場計画に伴う踏査では、一部

消滅するものの黒崎町から七尾城までの 8 ㎞間で尾根筋を空堀状に掘削した代官道路（13）または殿

様道と称される山道が確認され、室町・戦国時代に七尾城へ物資輸送に供した、あるいは、江戸時代

に代官が通ったとの伝承がある。ほか、昭和期のものを含み炭窯 3 基（14～16）、通称 �オカノヤチ�

地内（16）では室町時代の珠洲焼壺、花園円山古墳群周辺では中世の山茶碗が採集されている。

第 4図 周辺の遺跡（S＝1/30,000）

第 1表 周辺の遺跡一覧表

番号 県遺跡番号 名　　称 所　在　地 立　地 時　代 備　　　考 番号 県遺跡番号 名　　称 所　在　地 立　地 時　代 備　　　考

１ 02013 水上六郎谷遺跡 七尾市熊渕町 丘陵 縄文 開柘地、炉址らしき配
石遺構ありという

８ 02020 花園上田遺跡・黒崎町 七尾市花園町・黒崎町 台地 不詳

９ 02021 花園円山１～３号墳 七尾市花園町 丘陵斜面 古墳 １号墳は円墳（径 47m,
高 6.4m) 二段築成２ 02014 能渕藤原弾正屋敷跡 七尾市能渕町 山腹 近世 1979 年確認

３ 02015 大泊後藤山砦跡 七尾市大泊町 山頂 中世 1977 年発見、付近に
「城屋敷跡」あり 10 02022 佐々波Ａ遺跡 七尾市佐々波町 丘陵端・海岸 古墳 道路改修工事により一

部損壊

４ 02016 大泊Ａ遺跡 七尾市大泊 丘陵緩斜面 奈良・平安 畦畔に包含層露出 11 02023 佐々波Ｂ遺跡 七尾市佐々波町 丘陵端・海岸 古墳 宅地化のため損壊

５ 02017 大泊Ｂ遺跡 七尾市大泊町 台地 不詳 12 02024 佐々波Ｃ遺跡 七尾市佐々波町 丘陵端 不詳

６ 02018 花園薬師遺跡 七尾市花園町 平地 中世 北方丘陵上に薬師寺跡
ありという

13 　 代官道路 七尾市黒崎町ほか 丘陵 戦国～ 一部林道等により破壊

14～ 16 　 （炭窯） 七尾市花園町ほか 丘陵 不詳 現代の炭窯含む

７ 02019 花園遺跡 七尾市花園町 台地 奈良・平安 16 　 （オカノヤチ地内） 七尾市黒崎町 丘陵 室町 珠洲焼採集
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第 3 章 ௐ 査 の ݁ 果

  第̍અ ֓   ཁ 

 ̍ɽௐׂࠪ۠Γ（第 5 ਤ） ௐ査۠周ғにઃけられていた道路༻地ߌ

のうͪೆ౦นにԊう̍ߌ（༻地ߌᶺ1115）とߌ 2（༻地ߌᶺ111�）を

݁ΜͩϥΠϯをௐ査۠௕࣠に༻いた。たͩ、̍ߌ・ 2 間が30਺ｍと୺

਺であったたΊ、۠割り基४࣠は͜れに平ߦして 4 ｍௐ査۠内にೖっ

たՕॴにઃఆし、̍ߌに平ߦするߌΑり౦を 4 ۠、੢に޲かい10ｍຖ

に 3 ・ 2 ・ 1 ۠とݺ称した。な͓、ҕୗଌ量にΑり࣮ࢪした̍ߌの؍ଌ

஋は̭ʹ108�00�848、̮ʹʵ10704�451、2ߌは̭ʹ108�12�051、̮ʹʵ

10675��21	平面௚֯࠲標第ᶝܥ（世քଌ地ܥ）に基ͮ͘）である。

  2ɽجຊ૚ং（第 5 ਤ） ௐ査۠Ҭは๺からೆあるいは౦へ؇͘Լる

地ܗをなし、地ද面で標高7�8ｍલ後、遺ݕߏ出面で標高7�2～7�6ｍをଌ

る。ݱ状は٬土されാ地に供されているが、Ҏલはਫాであった。͜れ

ら։ࠖに伴い一ଳは大෯に削平されて͓り、ಛに੢ଆの̍۠で削平౓߹

いは大͖͘、10ᶲްのാ࡞ߞ土（̍૚）௚Լの遺ݕߏ出面にはΩϟλϐ

ϥʔの跡が࢒されていた。੢ଆの 3 ・ 4 ۠ではچਫా࡞ߞ土（ 2 ૚）Լ

に׊৭೪࣭の遺物แ含૚（ 3 ૚）を࢒していた。遺ߏ෴土は͜の 3 ૚あ

るいは҉׊৭೪࣭の 4 ૚である。遺跡ϕʔε土は୶ԫ׊৭γルτ（Ａ૚）

であり、 4 して円᛽を含Ήࣼ܏から੢ではͦのԼにೆあるいは੢にߌ۠

ԫ׊৭࠭ར（̗૚）がଯੵする。

  3ɽ遺ߏɾ遺෺�（第 5 ～ 7 ਤ） 2 ۠を中৺に௚50～30ܘᶲのϐοτ

（̥）をଟ਺ݕ出した。ਤԽにࢸらないࡉยがଟいが遺物を出土したも

のは48ݸを਺えた。༻్ෆ໌がଟいが、ܗ状からப݀とਪଌし、௚ઢత

な഑置をந出した中から、 2 ۠で掘ཱப建

物̍౩（4# 1 ）を෮ݩした。また、൪߸

を付したもので土1（,4）޵ 基、（4%）ߔ

2 ৚を਺える。ύϯέʔε̍ശऑ出土して

いる古墳～平安時代લ期のਢܙ器・土師器

等は 2・3 ۠からの出土඼がଟい。

第 5図 ௐࠪ۠શମ（S＝1/200）ɾௐࠪ۠ೆ౦น౔૚図（S＝1/40）
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第 6図 2۠S# 1周辺遺ߏ図（S＝1/60）
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第 7図 ग़౔遺෺࣮ଌ図（S＝1/3）
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  第 2 અ ݕ出遺ߏ・遺物 

 S# 1（第 6 ・ 7 ਤ）  2 ۠に位置する 2 間ʷ 2 間のଆப建物。ܻ3�3ߦｍ、ྊ2�5ߦｍ、ओ࣠方位

/�18 ৭೪࣭土を෴土とする̥׊。8˃� 7・10・11・12・15等をப݀とする。ೆྊ中ԝのப݀ははっ͖

りͤͣ、࣠上に位置する̥1�੢ଆのϐοτ΍4% 2 内の小ϐοτを間பとしたՄೳੑもある。ப݀掘

方は௚ܘ約40～60ᶲ、ਂさ約25～30ᶲ。建物中ԝ΍΍౦から建物౦֎にかけては、4% 2 につながる

௕࣠約 2 ｍ、୹࣠約1�2ｍ、ਂさ約10～20ᶲのෆఆܗ土޵がॏෳする。周辺にඃ೤は認Ίられないが、

土޵内֎にଯੵする׊৭೪࣭土はඍࡉな焼土ཻଟ਺を含み、ൺֱతଟ量の土師器・ਢܙ器ࡉย、গ量

の੡Ԙ土器ยを伴った。̥10出土のਢܙ器ᆀ਎ � はᶛ期（ҎԼのਢܙ器ฤ೥は、ాౢ໌ਓ 1�8� ʮ古

代土器ฤ೥࣠のઃఆʯh γϯϙδ΢Ϝ๺཮の古代土器ڀݚのݱ状と՝୊ʱੴ઒ߟ古学ڀݚձ・๺཮古

代土器ڀݚձにґڌした）に、̥11と̥12出土඼が઀߹したਢܙ器ᆀ਎10はᶙ期のものか。

 S, 1（第 5 ・ 7 ਤ） 4 ۠に位置し、ௐ査۠ೆ౦นに઀する。ෆ੔ପ円ܗをఄし、ਂさ約 7 ᶲ、෴

土は҉׊৭೪࣭土。̍は古代のਢܙ器ᆀ֖、2 は古墳時代後期の土師器高ᆀ٭部、ଞに古墳時代後期

とみられるਢܙ器ᆀ֖、土師器ࡉยが出土し時期෯を࣋つ。また、内部౦ଆに෯約20ᶲ、ਂさ約20ᶲ

のߔが付ਵし、ߔ内部Αり 3 ・ 4 の൘状໦੡඼が出土している。

 S% 1（第 5 ਤ） 4 ۠に位置し、௕さ約1�8ｍ、෯約30ᶲ、ਂさ10ᶲをଌる。෴土は׊৭೪࣭土。土

師器ࡉยが出土している。

 S% 2（第6 ・ 7ਤ） 2 ۠に位置し、ೆ๺方޲に৳ͼる。๺ଆはઙい土޵に઀し、4# 1 にॏෳする。

௕さ約2�4ｍ、෯約60ᶲ、ਂさ約 8 ᶲ、෴土は׊৭೪࣭土。5 のਢܙ器ുはਪఆ20�5ܘޱᶲをଌる。ଞ

に੡Ԙ土器・土師器ࡉยが20఺ほど出土している。

 ϐοτ（第 5 ～ 7 ਤ） 4# 1 周辺に分布するϐοτは10ᶲલ後のઙいものがଟいが、ͦの中で̥ 

第 2表 ग़౔遺෺࡯؍表

ใࠂ
൪߸

ਤԽ
൪߸

出土
地఺ 遺 ߏ छྨ 器 छ ܘޱ

	ᶲ )
ఈܘ
	ᶲ )

器高
	ᶲ ) ৭ௐ（内）৭ௐ（֎）

ཻ࠭
	� ～
�ᶱ )

ཻ࠭
	� ～
�ᶱ )

ཻ࠭
	�ᶱ
Ҏ上）

ւ໖
ยࠎ ௐ੔（内） ௐ੔（֎） 焼੒

� ̙ �
� ۠
�� ۠

̨̠̍ʗ中ԝ
แ含૚

ਢܙ器 ֖ ����
Ũ ŵ Ŷ ܘ
���

��� փന৭ ໌੨փ৭ ଟ ແ ແ ແ ƁŞƁūũƄ ƁŞƁūũƄ ŋ ųŽşţƄž ฒ

� ̙�� ̐۠ ̨̠̍ 土師器 高ᆀ ҉փ৭ ಷᒵ৭ ฒ ඍ ແ 含 部ūũƄ٭ ųŽŶŜƄŝ  ฒ

� ໦ � ̐۠ ̨̠̍ ໦੡඼ ൘状໦੡඼ ௕ ����ᶲ、෯ ���ᶲ、ް ���ᶲ

� ໦ � ̐۠ ̨̠̍ ໦੡඼ ൘状໦੡඼ ௕ ����ᶲ、෯ ����ᶲ、ް ���ᶲ

� ̙ � ̎۠ ̨̙̎ ਢܙ器 ു 	����) փന৭ փ৭ ฒ ແ ແ ແ ƁŞƁūũƄ ƁŞƁūũƄ ŋ 一部ųŽşţƄž ฒ

� ໦ � ̏۠ ̥̐ ໦੡඼ ൘状໦੡඼ ௕ ����ᶲ、෯ ����ᶲ、ް ���ᶲ

� ̙�� ̏۠ 1 ̏ ਢܙ器 ᆀ 	����) փന৭ փന৭ ฒ ແ ແ ແ ƁŞƁūũƄ ƁŞƁūũƄ ฒ

� ̙ � ̎۠ ̥̑ 土師器 壺 ઙԫᒵ৭ ੺ᒵ৭ ଟ ແ ແ ແ żŠūũƄ żŠūũƄ ฒ

� ̙�� ̎۠ 1�� ਢܙ器 ແ台ᆀ ���� ��� ��� ಷᒵ৭ ಷᒵ৭ ଟ ແ ແ ແ ƁŞƁūũƄ ƁŞƁūũƄ ŋ ճసųŽ੾ ฒ

�� ̙�� ̎۠ 1���1�� ਢܙ器 ແ台ᆀ ��� փ৭ փ৭ ฒ ແ ແ 含 ƁŞƁūũƄ ƁŞƁūũƄ ŋ ճసųŽ੾ ฒ

�� ̙�� ̍۠ 1�� ਢܙ器 ແ台ᆀ ��� փ৭ փ৭ ฒ ແ ແ ແ ƁŞƁūũƄ ƁŞƁūũƄ ŋ ճసųŽ੾ ฒ

�� ̙�� ̍۠ 1�� 土師器 高ᆀ ୶ᒵ৭ փന৭ ฒ ແ ແ 含 ෆ໌ ෆ໌ 一部Űş࢒る ฒ

�� ̙�� ̎۠ 1�� 土師器 高ᆀ٭部 	����) փന৭ փന৭ ฒ ඍ ແ 含 ෆ໌ Űş ෆ໌ ฒ

�� ̙ � ̎۠ 中ԝแ含૚ ਢܙ器 ֖ ���� փന৭ փന৭ ฒ ແ ແ ແ ƁŞƁūũƄ ƁŞƁūũƄ ŋ ճసųŽşţƄž źź؁

�� ̙ � ̎۠ 中ԝแ含૚ ਢܙ器 ແ台ᆀ ���� �� ��� ಷԫᒵ৭ փ৭ ଟ ඍ ඍ 含 ƁŞƁūũƄ ƁŞƁūũƄ źź؁

�� ̙�� ̎۠ ੢൒ݕ出面 ਢܙ器 有台ᆀ ��� փന৭ փ৭ ฒ ແ ແ ແ ƁŞƁūũƄ ƁŞƁūũƄ ŋ ճసųŽ੾ ฒ

�� ̙ � ̎۠ 中ԝแ含૚ ਢܙ器 壺ʁ ��� փ৭ փ৭ ඍ ແ ແ ແ ƁŞƁūũƄ ƁŞƁūũƄ ฒ

�� ̙ � ̎۠ ੢൒ݕ出面 ਢܙ器 壺 ��� փന৭ փന৭ ฒ ແ ແ ແ ƁŞƁūũƄ ฒ

�� ̙�� ̎۠ ੢൒ݕ出面 ਢܙ器 ළ 	����) փന৭ փ৭ ฒ ແ ແ ແ ƁŞƁūũƄ ƁŞƁūũƄ ŋ ųŽşţƄž ฒ

�� ̙�� ̎۠ 中ԝแ含૚ 土師器 高ᆀ  ಷᒵ৭ ಷᒵ৭ ଟ ඍ ඍ 含 ಄ѹࠟࢦ ෆ໌ ฒ

�� ̙ � ̎۠ 中ԝแ含૚ 土師器 壺 փ׊৭ փന৭ ଟ ฒ ແ ແ Űş Űş ฒ

�� ̙ � ̎۠ 中ԝแ含૚ 土師器 ᙈ ���� ୶੺ᒵ৭ ୶੺ᒵ৭ ଟ গ ඍ 含 ෆ໌ ෆ໌ ฒ

�� ̙�� ̎۠ 中ԝแ含૚ 土師器 ᙈ ��� ಷԫᒵ৭ ಷᒵ৭ ଟ গ ඍ ແ Űş、ūũƄ ෆ໌ ฒ

�� ̙�� ̎۠ 中ԝแ含૚ ੡Ԙ土器  ୶ᒵ৭ ୶ᒵ৭ ଟ ඍ ແ 含 Űş ಄ѹࠟ・ūũƄࢦ ฒ

�� ̙�� ̎۠ 中ԝแ含૚ ੡Ԙ土器 ઑఈ ᒵ৭ ᒵ৭ ଟ গ ඍ ແ ŢŴƄž、ūũƄ ಄ѹࠟࢦ ฒ

第 3 章 ௐ査の݁果
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�・17・1�・21ೆଆのϐοτ・30・34～36・3�๺੢ଆのϐοτ・44などはൺֱతਂ͘ப݀のՄೳੑを

ਪଌする。また、4 ۠では̥ 1 ΍ͦのೆに̍ߌ 方޲に޲けてฒͿϐοτ群が、3 ۠では 3 ౦ଆにߌ۠

分布するਂさ約20～30ᶲのϐοτ群がೆ๺にฒͼ、掘ཱப建物あるいはญ等のՄೳੑがࢦఠされる。

な͓、1 ۠では௚80～70ܘᶲの੔円ܗϐοτが 2 、出されப݀かと期଴したがݕ近઀して（14・13̥）ݸ

ਂさは10ᶲにຬたͣ、ੑ ֨はෆ໌であった。ਤԽした遺物のうͪ、̥ 4 からは 6 の൘状໦੡඼が出土。

̥ 5 出土の֎面੺࠼壺 8 ΍ 2 ۠แ含૚出土の土師器高ᆀ20、土師器ᙈ22は古墳時代લ期に、̥3�出土

の土師器高ᆀ12は古墳時代後期に、また、16のਢܙ器有台ഋはᶘ期に、ແ台ഋ15はᶙ期に、̥ 3 出土

のਢܙ器ᆀ਎ 7 はᶛ期に位置付けられΑう。2 ۠แ含૚出土のᆀ֖14は内面にϔϥࠁみʮʹʯを࣋つ。

21はؙఈで内֎ϋέௐ੔の土師器小ܕᙈఈ部、23は内面にΘͣかなにϋέௐ੔が࢒るଞはຎ໣する೑

ްで平ୱなఈ部を࣋つ土師器ඇϩΫϩᙈఈ部であるが、21・23の器内֎は部分తな੺ࢵ৭ඃ೤をఄし、

21では器දのണམが認Ίられる。2 ۠の4# 1 周辺では੡Ԙ土器ࡉยがগ量出土した。ͦのうͪ24は

内湾ؾຯのޱԑ部、25の๮状ઑఈ部はす΅まりؾຯの内ఈ面にし΅りࠟが࢒る。

  第 3 અ 小   ݁ 

 花園上ా遺跡では、古墳時代から平安時代લ期にΘたる遺物が出土した。量తには奈良時代Ҏ߱の

ものがଟい。ௐ査۠Ҭは後世の։ࠖ等にΑりվมされて͓り削平をඃった͜とがྀߟされるが、古墳

時代の遺ߏはݕ出されなかった。ௐ査۠中ԝ部で෮ݩした掘ཱப建物4# 1 は 8 ～ � 世ل中ࠒに位置

付けられ、ଞに 1・2 ౩の掘ཱப建物あるいはญ等のଘࡏがਪଌされた。4# 1 にॏෳするઙい土޵内

֎からはগ量の੡Ԙ土器ยが出土した。焼土ཻがࠞ͡る෴土中からの、土師器・ਢܙ器ยとࠞࡏした

出土状گからみて͜の場ॴでの੡Ԙۀ࡞を૝ఆする͜とは೉しい。ͦの出ࣗについて、ւ؛部まで山

がഭり平໺の๡しいಿӜ一ଳに͓いては、Ԙ΍֤छւ࢈物のੜ࢈・Ճ޻が大͖なൺॏを઎Ίたとߟえ

られるものであり、ւ؛部から約500ｍ཭れ、標高 7 ｍをӽえるௐ査地に͓いては、ւ඿部のੜ࢈地

からもたらされたものとࢥΘれる。なかでも、富山湾をݟ੖らすஈٰ୺というཱ޷地にあっては、͜

͜を઎Ίた集ஂにͦれらॾۀ࡞へのؔ༩あるいはैࣄをߟえた͘、ྨ੡Ԙ土器ともみられる21・23の

土師器をੵۃతにධՁするなら、周辺に焼Ԙۀ࡞にؔΘるࢪઃの分布する͜ともਪଌされ、੡Ԙ土器

等については 2 ࣍Ճ޻に伴いഉ出されたՄೳੑもࣔして͓͖たい。ۇগなௐ査資ྉからは遺跡のੑ֨

も໌らかしえͣ૝૾のҬを出ないものであるが、গな͘とも、఺ʑと੡Ԙ遺跡が知られるಿӜւ؛Ԋ

いで、分布空ന地であったೆ大ವ地۠に͓いても੡Ԙ遺跡のଘࡏをྀߟするඞཁੑは高まったといえ

Αう。

部؛後に、ຊ遺跡の๺方約11㎞、崎山൒ౡ中位の大໺໦町に位置する大໺໦λΩγϩ遺跡は、ւ࠷ 

まで山がഭりՄߞ地のগないಿӜ一ଳに͓いてൺֱతൣ޿な平地を有し、૔ݿ様建物跡΍྘ᬵ陶器の

出土から、Ԙ΍ւ࢈ॾ੡඼の集約・഑分΍ੜ࢈ମ੍の؅ཧߏػの一୺のՄೳੑがࣔされている（ڭݝ

ҕ1�74）。ಉ様のཱ地にあって、一ଳ།一の古墳群を༴したྺ࢙をもつຊ遺跡周辺に͓いても、ڌ఺

తなࢪઃのଘࡏするՄೳੑは高いのではないͩΖうか。ൃ掘ௐ査ྫࣄのগないೆ大ವ地۠にあってあ

えて૝૾を᫶し͘しهして͓͖たい。
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主な時代種別 主な遺構 主な遺物 特記事項

調査原因調査面積調査期間東経北緯
市町村 遺跡番号

コード

掘立柱建物、

土杭、溝

土師器、須恵器、

製塩土器

集落跡

 古墳～平安時代前期の遺物が出土した。遺構は8～9世紀前半の掘立柱建物１棟を

確認し、建物内外からは製塩土器が少量出土した。製塩遺跡が多数分布する灘浦海

岸一帯で本遺跡周辺はその空白域であったが、今回の出土品から、花園町周辺にお

いても製塩遺跡の存在が予想される。

奈良・平安時代

要   約

花園上田遺跡

所収遺跡名

花園上田遺跡
〜

報 告 書 抄 録

は な ぞ の い し か わ け ん な な  お   し

く ろ さ き ま ち

七尾市 花園上田遺跡

発行日 平成19（2007）年3月30日

発行者 石川県教育委員会
    〒920-8575 石川県金沢市鞍月１丁目１番地
    電話 076-225-1842（文化財課）

    財団法人 石川県埋蔵文化財センター
    〒920-1336 石川県金沢市中戸町18番地１
    電話 076-229-4477
    E-mail  address  mail@ishikawa-maibum.or.jp

印 刷 高桑美術印刷株式会社

う わ だ   い  せ き

ふ り が な

書 名

副 書 名

巻 次

シ リ ー ズ 名

シリーズ番号

編 著 者 名

編 集 機 関

所 在 地

発 行 機 関

発 行 年 月 日

ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ななおし はなぞのうわだいせき

七尾市 花園上田遺跡

安全・安心道路整備事業一般県道花園藤野線に係る埋蔵文化財発掘調査報告書

澤辺利明

財団法人石川県埋蔵文化財センター

〒920-1336 石川県金沢市中戸町18番地1 TEL076-229-4477

石川県教育委員会・財団法人石川県埋蔵文化財センター

2007年3月30日

ふりがな

所  在  地

02020
石川県七尾市

黒崎町

17202 36度

58分

53秒

137度

02分

47秒

20051013

20051111

600m2 道路工事

（一般県道

花園藤野線）
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